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第6期 雄 武 町 総 合 計 画
◉第6期雄武町総合計画の施策ごとの計画内容についてシリーズで紹介します

～郷土愛で築く～「おうむ」次世代躍進プラン

5 月号では、第 6 期雄武町総合計画の概要を、6 月号からは施策ごとの計画内容を全 10 回のシリーズ
で紹介しています。今号は第 4 回目で「基本施策④商工業の振興」と「基本施策⑯住環境の整備」につ
いて紹介していきます。

商工業の振興

 町の製造業は、そのほとんどが水産加工業であり、年間 150 億円前後を有する製造品出荷額等は、全
道 179 市町村で 50 位前後の位置を占めます。漁港の整備による衛生管理施設の充実や、海外需要の拡
大など、明るい材料もあり、高品質な製品の堅実な生産と他地域との差別化による付加価値の向上に引き
続き努め、地場産業として継続・発展させていくことが重要です。

 建設業は、公共事業や住宅需要の減少により、町でも 10 年間で従業者が２割減となっていますが、
インフラの長寿命化の社会的要請が高まる中、地域の重要産業分野として継続・発展させていくことが重
要です。

 商業・サービス業は、町内の商店数が減少を続けています。高齢化により車での買い物が困難な町民
も少なくないことから、平成 24 年から商工会による買い物環境向上事業（移動販売事業）に対する支援
を開始しており、平成 29 年からは買い物環境の向上とともに、福祉やコミュニティ機能の充実に取り組
んでいます。

また、域外マーケット産業である製造業は、地域の他の産業との連携を深め、雄武ブランドとして付加
価値を高めていくことが重要です。

商工業をとりまく環境の変化

商工会等と連携し、町内企業の技術開発や情報化・近
代化、環境対策などへの指導や経済的支援を進めるとと
もに、小規模事業者創業、異業種参入、ソーシャルビジ
ネス化など、多様なビジネス展開を支援していきます。
また、ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）などによる
新たな需要の掘り起こしを一層推進します。

単位施策の紹介

事業所の体力づくりへの支援

28 年度実績 → 34 年度目標
【製造品出荷額等（食料品＋その他）】

148 億円
（平成 26 年）

155 億円
（平成 32 年）

【建設業就業者数】
249 人

（平成 26 年）
250 人

（平成 32 年）
【年間商品販売額】

47 億円 50 億円

【サービス業就業者数】
572 人

（平成 26 年）
580 人

（平成 32 年）
【空き店舗を活用した新規創業者数】

０件 ２件
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基本施策の体系
《基本施策》
商工業の振興 (1) 事務所の体力づくりの支援

(2) 商店街の活性化と買い物          
   環境づくりの推進

《単位施策》

(3) 勤労者の就労環境の向上
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日常の食材、日用品等の購入に欠かせない地
元商店の振興を図るとともに、商工会と行政が
連携し、買い物環境づくり（空き店舗の活用、
拠点販売による買い物が不便な地域の解消など）
を推進します。

商店街の活性化と買い物環境づくりの推進

住環境の整備
住環境をとりまく環境

町民や移住希望者が快適な住まいを確保し、定住につながるよう、住宅の新築・改修等への経済的支援
である ｢雄武町快適住まいづくり促進制度｣ や、「お試し暮らし事業」、「移住宅地の無償貸付及び無償譲
渡制度」を推進しています。また、近年は、地方創生交付金を活用した移住者向けの住宅の整備・整備補
助などにも取り組んできました。

町営住宅については、「公営住宅等長寿命化計画」に基づき、長期的なライフサイクルコストの縮減に
つながる予防保全型の維持管理を推進していく必要があります。

公園・緑地は、健康づくりや憩いの場として、また、町民や来訪者の交流の場として、さらには、災害
時の避難場所として、重要な機能を担っています。今後も、適切な維持管理と「公園長寿命化計画」に基
づく施設・設備の補修等を進めていくことが大切です。

単位施策の紹介

良好な住空間の形成
雄武・魚田、沢木、幌内の各地区において、必要な

都市基盤の整備と空き家・空き地の有効活用により、
都市機能がコンパクトに集積した良好な住空間の形成
に努めます。

計画書の全体は町ホームページで公開しています。
なお、希望される方には、基本構想と前期基本計画の冊子を郵送します。

問財務企画課企画調整係

↑移動式販売車「ひので丸」

基本施策の体系
《基本施策》
住環境の整備 (1) 良好な住空間の形成

(2) 町営住宅の適切な運営

《単位施策》

(3) 都市計画・公園・緑地の充実

28 年度実績 → 34 年度目標
【快適住まいづくり促進事業の延べ利用件数】

458 件
（23 ～ 27 年度）

180 件
（30 ～ 32 年度）

【お試し暮らし事業の延べ利用件数】
24 件

（25 ～ 28 年度）
28 件

（30 ～ 33 年度）
【町営住宅管理戸数】

283 戸 271 戸

【町営住宅建替戸数】
32 戸

（25 ～ 28 年度）
10 戸

（30 ～ 34 年度）
【公園の満足度】

46.2％ 50％

※快適住まいづくり促進事業 32 年度以降は継続検討

住宅施策については、住宅取得希望者が円滑に住宅を取得できるよう、また、バリアフリー、耐震、
省エネルギーなど、住宅の基本性能の向上が図れるよう、国・道と連携しながら支援を進めます。また、
宅地・住宅の分譲・賃貸に関する情報の集約・提供、コーディネートを充実します。
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↑韃靼そば粉を使ったそば打ち実演会の様子

第2回オホーツク韃
だったん
靼そばまつり

そばの旨みがきらり
昨年に引き続きオホーツク韃靼そばまつりが開催さ
れました。会場では、町内企業などの出店や、韃靼そば
を活かした商品のほか、海産物などの販売が行われま
した。また、おうむ手打ちそばの会（会長：近江谷春
夫氏）による、そば打ち実演会が行われました。当日は、
天候も良く夏日となり、特産の韃靼そば粉「満天きらり」
を使った冷たいたぬきそばの店の前には行列が出来て
いました。町外からの来場者は、「韃靼そばは初めて食
べましたが独特な風味がクセになります」と話していま
した。

7/
29

↓太鼓の音頭に合わせて踊る参加者

雄武町大通り商店街協同組合主催に
よる、ふるさと夏祭り大人・子ども仮
装盆踊りが、お盆期間に合わせて開催
されました。小雨は降っていたものの、
参加者はこの日のために用意した衣
装に身を包み、音頭に合わせ踊ってい
ました。また、今年からは、仮装に子
どもの部ができたことで例年とはまた
違った盛り上がりを見せていました。
参加した子どもからは、「来年もまた
出て優勝したい」と、今から来年の参
加へ意欲満々でした。

8/
23

若草保育所避難訓練・消防車乗車体験

もしものときに備えて
若草保育所で、もしもの火災や天災に備えた避難訓練
が行われました。訓練では、年少から年長まで全員が
保育士の話を良く聞き、しっかり避難することができ
ていました。また、消防車乗車体験では、大きくてかっ
こいい消防車に乗った園児たちが大興奮。質問コーナー
では「あれは何に使うの」「それはどう使うの」とたく
さんの質問が飛び交いました。参加した園児は「大人に
なったら消防士になりたい」と目を輝かせていました。

↓消防車の設備に興味津々な園児たち

ふるさと夏祭り
大人・子ども仮装盆踊り8/

15 太鼓響く盆踊り

まちのできごと

↑豪快なスイングで快音を響かせる

自治体対抗パークゴルフ大会8/
19

↑キャンドルの明かりで夕食を楽しむ児童

児童センターお泊り会

町と民生委員の主催によるお泊り会が児童センター
で行われました。児童たちは学年の枠を超え、民生委
員と一緒にゲームをしたり、花火やきもだめしをした
りと、楽しい時間を過ごしました。
夕食の場面では、机の準備や配膳、片付けなどを児
童たちが協力しながら行いました。年上の子が年下の
子を手伝う姿もあり、助け合う心と責任を持つ姿がと
ても印象的でした。

7/
28 

  ～ 29

ハイスコア目指し

集団生活を体験

長雨が続き気分がどんよりしていた８月中旬、久し
ぶりに晴れ間が広がったこの日、宮の森公園には軽快
な打球音が響きました。毎年恒例となっている自治体
対抗のパークゴルフ大会に町内の10自治体11チー
ムの参加がありスコアを競い合いました。見事優勝し
たのは、日の出仲町自治会でした。町パークゴルフ協
会三浦会長は「参加自治体は減ってきてしまっている
が、こうして集まってもらえるのは嬉しいです」と話
していました。

親子クッキング教室8/
19

8/
3

商工会青年部ビアパーティー

飲んで焼いて楽しんで
町商工会青年部主催のビアパーティーがサンパ

ロット広場で開催されました。用意された焼き床を囲
み生ビールを飲みつつ、DJが織りなす本格的な音楽
を楽しめるという新しい試みに、大勢の人が集まりま
した。用意された食材はジンギスカンから生ハムや佐
賀牛まで軒並み完売するという大盛況！最後に行われ
たビンゴ大会では旅行券や現金つかみ取り、ゲーム機
など魅力的な景品を狙って一喜一憂の声が響き渡りま
した。

↓焼き床を囲んで盛り上がる参加者

簡単に作れるデザート
町民センターで親子クッキング教室が開催され、

講師にヤクルト北北海道の管理栄養士を迎え、「乳酸
菌飲料」を使った簡単なデザートを作りました。生
クリームを泡立てたり、ゼラチンを溶かしたりと親
子で協力した後、健康についての話を聞きながら待
つこと約1時間。完成した冷たいデザートにフルー
ツソースなどをトッピングをしてみんなで試食しま
した。簡単で美味しいデザートに、大人も子どもも
大満足の様子でした。

↓ケーキを作る参加者
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『【
そ
】
う
だ
ん
す
る
』
の
《
そ
》

ひ
と
り
で
悩
ん
だ
り
、
判
断
し
た
り

せ
ず
、
家
族
・
知
人
・
相
談
機
関
に
相

談
を
し
ま
し
ょ
う
。

『【
つ
】
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
、
す
ぐ

に
契
約
し
な
い
』
の
《
つ
》

悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
「
す
ぐ

に
契
約
を
す
る
」
こ
と
を
、
迫
っ
て
き

ま
す
。

『【
き
】
っ
ぱ
り
、
は
っ
き
り
、
断
る
』

の
《
き
》

あ
い
ま
い
な
返
事
は
せ
ず
、
キ
ッ
パ

リ
、
ハ
ッ
キ
リ
、
断
り
ま
し
ょ
う
。

不
安
に
な
っ
た
り
、
被
害
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
警
察
署
や
最
寄

り
の
駐
在
所
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問
興
部
警
察
署

☎
８
２
‐
２
１
１
０

自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動

９
月
は
自
動
車
点
検
整
備
推
進
運
動
の

全
国
統
一
強
化
月
間
で
す
。

マ
イ
カ
ー
の
点
検
・
整
備
で
あ
な
た
の

未
来
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
国
土
交
通
省
北
海
道
運
輸
局
北
見
運
輸

支
局

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
７
６
３
3
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平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
度
実
施
）
雄
武
町
行
政
評
価

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
公
表

雄
武
町
で
は
行
財
政
運
営
に
「
計
画
＝
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
「
実
施
＝
Ｄ
Ｏ
」
「
評
価
＝
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｋ
」
「
改
善
＝
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
、
総
合
計
画

の
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
全
３
２
５

事
業
に
つ
い
て
行
政
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
評
価
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
観
点
か
ら
事
業
の
見
直
し
・
変
更
や
拡
充
、

休
・
廃
止
な
ど
を
行
い
、
評
価
を
通
じ
て
事

務
事
業
を
再
構
築
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
適
切
な
対
応
や
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤

を
確
立
し
ま
す
。

評
価
の
目
的

評
価
方
法
と
件
数

平
成
29
年
度
に
政
策
予
算
事
業
と
し
て
実
施

し
た
３
２
５
件
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
次
の

方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
し
た
。

◆
一
次
評
価
―
自
己
評
価
（
２
７
７
件
）

担
当
課
が
自
ら
行
う
評
価
。

◆
二
次
評
価
―
評
価
会
議
（
48
件
）

自
己
評
価
の
う
ち
、
内
容
の
聞
き
取
り
が
必

要
と
認
め
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
副
町
長
な

ど
で
構
成
す
る
評
価
会
議
が
行
う
評
価
。

◆
三
次
評
価
―
町
長
評
価（
０
件
）

評
価
会
議
で
評
価
し
た
事
務
事
業
の

う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
る
事
務
事
業

に
つ
い
て
町
長
が
行
う
評
価
。

評
価
調
書
は
、
役
場
窓
口
お
よ

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
、

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
評
価
結
果
は
確
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
の
行
政
評
価
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
意
見
募
集
期
限

９
月
20
日
㈭
17
時
ま
で

※
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
担
当
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

行
政
評
価
で
は
、
事
業
の
「
必
要

性
」「
有
効
性
」「
効
率
性
」「
公
平
性
」、

以
上
４
つ
の
点
を
重
視
し
、
総
合
的

に
Ａ
～
Ｄ
の
４
段
階
で
評
価
を
区
分

し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に

展
開
し
て
い
く
の
か「
現
状
維
持
」「
見

直
し
・
変
更
」「
拡
充
」「
休
・
廃
止
」

な
ど
の
方
向
付
け
を
行
い
、
本
年
度

の
評
価
結
果
は
【
表
１
】【
表
２
】
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【表１】総合評価

区分 事業数 内 容

Ａ 271 件
良好に進んだ
計画どおり事業を進めることが適当

Ｂ 44 件
おおむね良好に進んだ
事業の進め方に改善が必要

Ｃ 9 件
計画を達成できていない
事業規模や内容などの見直しが必要

Ｄ 1 件
事業効果が表れていない
事業の統合、休・廃止の検討が必要

計 325 件

【表２】今後の展開方向
区 分 事業数 内 容

現状維持 247 件
事業内容、事業量に大きな変更がなく、
予算増減が少ないもの

見直し・変更 22 件
事業効果の発現等、根本的に事業内容
の見直し・変更を要するもの

拡 充 11 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算増を伴うもの

縮 小 0 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算減を伴うもの

統 合 11 件
事業内容の類似する事業に統合するも
の

終 了 26 件
単年度事業、期間満了により事業が終
了となるもの

休 止 6 件
事業を休止するもの（状況に応じ事業
を再開）

廃 止 2 件 事業を取り止めるもの

計 325 件

評
価
調
書
を
公
表
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す

問
財
務
企
画
課
企
画
調
整
係

計 画
ＰＬＡＮ

実 施
ＤＯ

評 価
ＣＨＥＣＫ

改 善
ＡＣＴＩＯＮ ＰＤＣＡサイクル
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住

宅

入
居
募
集

入
居
資
格

《
共
通
事
項
》

	・�

雄
武
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
ま
た
は

有
す
る
こ
と
に
な
る
人
。

	・
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◉
町
営
住
宅
（
団
地
）

	・�

所
得
が
政
令
月
収
で
一
般
世
帯
は
15
万
8
千

円
、
裁
量
世
帯
は
25
万
9
千
円
を
超
え

な
い
こ
と
。

※�

政
令
月
収
と
は
、
給
与
所
得
者
は
１
年

間
の
給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自

営
業
者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら

必
要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養

控
除
等
を
差
し
引
い
た
額
を
12
で
除

し
た
も
の
で
す
。

※�

裁
量
世
帯
と
は
、
高
齢
者
世
帯
（
60

歳
以
上
）、
高
齢
者
と
18
歳
未
満
の
世

団地名 間取り 建築年度 戸数 家 賃 単身

新規 旭日 3LDK 平成 26 年 1 23,600 円 ～ 54,300 円 不可

継続

沢木 2LDK 平成 23 年 1 18,800 円 ～ 43,100 円 可

新日の出 2LDK 平成 26 年 1 22,000 円 ～ 50,500 円 不可

潮見 3LDK 昭和 62 年 1 17,400 円 ～ 40,000 円 不可

魚田 3DK 昭和 52・53 年 2 9,100 円 ～ 17,700 円 可

幌内 3LDK 昭和 51 年 2 7,800 円 ～ 14,400 円 可

継続

間取り

1LDK

家賃

30,000 円

建築年度

平成 5 年

単身 戸数

専用 1

◉町営住宅

◉サンライズビレッヂ

潮見団地幌内団地

魚田団地 新日の出団地

沢木団地

サンライズ
ビレッヂ

旭日団地

帯
、
障
が
い
者
（
障
が
い
の
程
度
に
よ

る
）
が
い
る
世
帯
、
乳
幼
児
が
い
る
世

帯
、
婚
姻
後
2
年
以
内
で
夫
婦
と
も
に

35
歳
未
満
の
世
帯
（
小
学
生
以
下
の
児

童
が
い
る
場
合
も
可
）
な
ど
で
す
。

◉
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ
ヂ

	・
満
35
歳
未
満
の
独
身
勤
労
者
。

申
込
方
法

	・�

役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
入
居
す

る
人
の
住
民
票
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

	・�

30
年
１
月
１
日
に
他
市
町
村
に
お
い
て
住

民
登
録
さ
れ
て
い
た
人
は
当
該
市
町
村
で

発
行
さ
れ
る
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
の
直
近
１
年
分
の
所
得

が
分
か
る
も
の
と
、
納
税
証
明
書
も
合
わ

せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

	・�

町
営
住
宅
お
よ
び
サ
ン
ラ
イ
ズ
ビ
レ
ッ

ヂ
に
申
し
込
み
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

・ 

申
込
者
多
数
の
と
き
は
、
住
宅
困
窮
度

の
高
い
人
か
ら
入
居
決
定
し
、
困
窮
度

が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
住
宅
の
情
報
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。
申
込
用
紙
も
ダ
ウ   

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

�http
://w

w
w

.to
w

n
.o

u
m

u
.

hokkaido.jp/

※
住
宅
使
用
料
の
お
支
払
い
に
は
、
安
心

便
利
な
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

応
募
締
切

新
規

9
月
18
日
㈫

継
続

随
時
受
付

※�

問
い
合
わ
せ
時
に
募
集
を
終
了
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

社
会
福
祉

相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
で
は
、
出
張

相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

悩
み
事
を
抱
え
な
が
ら
ど
う
し
た
ら
良

い
か
分
か
ら
な
い
な
ど
の
相
談
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
悩
み
を
ど
う
し
た
ら
解
決
で

き
る
か
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

無
料
で
利
用
で
き
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
程

10
月
3
日
㈬
、
11
月
7
日
㈬

         

12
月
5
日
㈬

時
間

13
時
～
14
時

場
所

役
場
庁
舎
別
館

小
会
議
室

利
用
方
法

希
望
日
の
2
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

☎
０
１
５
７
‐
２
５
‐
３
１
１
０

相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う
無
料
相
談
会

10
月
は
「
給
与
差
押
強
化
月
間
」

税

金

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
で
は
、
納
税

催
告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し
て
、
預

貯
金
・
給
与
等
の
各
種
債
権
や
動
産
な
ど

の
差
押
え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
す
る
た
め

9
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
、
滞
納
者
に

対
し
「
給
与
差
押
予
告
書
」
を
発
付
し
ま

す
。こ

の
差
押
予
告
書
に
同
封
の
納
付
書
で

の
納
税
や
納
税
相
談
等
の
連
絡
が
な
い
場

合
に
は
、
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
る
給
与

消
費
税
説
明
会
開
催

平
成
31
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
等
に
関
す
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
程

10
月
18
日
㈭

時
間

14
時
～
15
時

場
所

雄
武
町
民
セ
ン
タ
ー

（
定
員
１
０
０
人
）

対
象
者

す
べ
て
の
事
業
者

申
込
先

雄
武
町
商
工
会

☎
８
４
‐
３
１
４
１

受
講
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
説
明
会

開
催
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
に
て
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
紋
別
税
務
署

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
１
９
１

問
税
財
管
理
課
課
税
係

  Information
札幌雄武会総会
「ふれあいの夕べ」のご案内

雄武町にゆかりのある札幌市およびその近郊
に居住する方々との交流や親睦を深める場とし
て、札幌雄武会総会「ふれあいの夕べ」が開催
されます。

雄武 - 札幌間の無料送迎バスを町で運行する
予定ですので、この機会にぜひ出席しませんか。

宿泊先は申込者各自での対応となります。
◉日時 10 月 27 日㈯ 18 時 30 分～
◉場所 ホテルポールスター札幌

（札幌市中央区北 4 条西 6 丁目）
◉会費 １人 6,500 円
◉申込期限 9 月 14 日㈮

↑昨年の様子
申し込み・問い合わせは、財務企画課企画調整係まで

な
ど
の
差
押
え
を
実
施
し
ま
す
。

ま
だ
、
納
税
が
お
済
み
で
な
い
人
は
、

大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
紋
別
道

税
事
務
所
納
税
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

http://w
w

w
.okhotsk.pref.hokkai

do.lg.jp/ts/zim
/

問
紋
別
道
税
事
務
所
納
税
係

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
２
６
２
６

雄
武
消
防
団
連
合
消
防
演
習

消

防

町
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

こ
と
を
使
命
と
す
る
雄
武
消
防
団
で
は
、

平
成
30
年
度
雄
武
消
防
団
連
合
消
防
演
習

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時

９
月
16
日
㈰

９
時

場
所

ふ
る
さ
と
100
メ
モ
リ
ア
ル
広
場

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

8
時

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

救
急
医
療
お
よ
び
救
急
業
務
に
対
す
る

国
民
の
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
、
か

つ
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図

る
目
的
で
、「
救
急
の
日
」
を
毎
年
９
月

９
日
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
一
週
間
（
日

曜
日
か
ら
土
曜
日
）を「
救
急
医
療
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
の
使
い
方
と
心
肺
蘇
生
法
を
身

に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

町
内
小
中
学
校
や
高
校
な
ど
、
多
く
の

人
が
出
入
り
す
る
公
共
施
設
に
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
の
応
急
手
当

と
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
も
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
、
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署
雄

武
支
署
で
は
、
応
急
手
当
の
講
習
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

日
時
や
講
習
内
容
な
ど
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。 

※
総
務
省
消
防
庁

応
急
処
置
の
手
順 

http://w
w

w
.fdm

a.go.jp/htm
l/

life/pdf/oukyu2_kaitei4.pdf

問
消
防
署
雄
武
支
署

☎
８
４
‐
２
０
５
２

問
消
防
署
雄
武
支
署

☎
８
４
‐
２
０
５
２
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そ
の
他

雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
一
般
開
放

雄
武
町
の
下
水
道
は
、
日
常
生
活
で

使
っ
た
水
、
し
尿
を
「
汚
水
」
と
し
て
下

水
道
管
を
通
し
て
下
水
処
理
場
（
雄
武
浄

化
セ
ン
タ
ー
）
に
集
め
、
微
生
物
の
働
き

を
利
用
し
て
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が
え

ら
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
清
潔
で
快
適
な
生
活
環

境
が
確
保
さ
れ
る
ほ
か
、
河
川
や
海
な
ど

の
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
や
環
境
改
善

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
を

き
れ
い
な
水
に
す
る
過
程
で
発
生
し
た
汚

泥
を
コ
ン
ポ
ス
ト
（
堆
肥
）
化
し
、
資
源

の
再
利
用
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
時

９
月
30
日
㈰

９
時
～
15
時

場
所

雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
曙
）

そ
の
他

施
設
の
一
般
開
放
と
同
時
に
、

汚
泥
発
酵
肥
料
「
お
う
む
１
号
」
を
無
料

配
布
し
ま
す
。
１
人
に
つ
き
最
大
で
土
の

う
袋
５
袋
程
度
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
数
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
品

切
れ
の
際
は
ご
容
赦
願
い
ま
す
。
ま
た
、

土
の
う
袋
は
１
人
に
つ
き
１
枚
用
意
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
上
を
希
望
す
る
場
合
は
各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
下
水
道
係

公
証
週
間
の
お
知
ら
せ

10
月
1
日
㈪
か
ら
7
日
㈰
ま
で
は
公
証

週
間
で
す
。

公
証
制
度
は
、
遺
言
、
成
年
後
見
を
は

じ
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
密
接
な
関
係
が

あ
る
制
度
で
す
。

公
証
人
は
、
公
証
役
場
に
お
い
て
遺
言

や
大
切
な
契
約
な
ど
の
公
正
証
書
の
作

製
、
会
社
を
設
立
す
る
際
の
定
款
の
認
証

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
遺
言
は
公
正
証
書
で
」

公
正
証
書
遺
言
は
、
自
筆
遺
言
証
書
の

よ
う
に
裁
判
所
で
の
検
認
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
原
本
は
公
証
役
場
で
保
管
し
、
偽

造
、変
造
や
紛
失
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
公
証
人
が
自
宅
や
病
院
へ
出
向

き
遺
言
書
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

公
証
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
日
本

公
証
人
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
も
し

く
は
、
次
の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
旭
川
公
証
人
合
同
役
場

☎
０
１
６
６
‐
２
３
‐
０
０
９
８

問
名
寄
公
証
役
場

☎
０
１
６
５
４
‐
3
‐
３
１
３
１

問
旭
川
地
方
法
務
局

☎
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
４
４

９
月
議
会
定
例
会
開
催

定
例
会
は
３・６・９
・
12
月
の
年
４
回

開
催
さ
れ
、
議
案
審
議
の
ほ
か
に
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
９
月
定
例
会

で
は
各
会
計
の
前
年
度
決
算
に
つ
い
て
も

審
議
さ
れ
ま
す
。

議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
会

９
月
18
日
㈫

10
時

場
所

役
場
庁
舎
３
階

議
場

問
議
会
事
務
局

役
場
庁
舎
別
館
へ
来
庁
さ
れ
る
人
へ

脳
検
診
実
施
の
た
め
庁
舎
別
館
玄
関
前

に
検
診
車
両
が
駐
車
し
ま
す
。

実
施
期
間
中
は
、
通
路
が
大
変
狭
く
な

る
こ
と
に
加
え
、
受
診
者
が
検
診
車
両
か

ら
出
入
り
し
ま
す
の
で
、
車
で
お
越
し
の

際
に
は
十
分
な
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

９
月
10
日
㈪
～
12
日
㈬

14
時
頃
ま
で

問
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

夜
間
に
お
け
る
役
場
へ
の

非
通
知
電
話
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

雄
武
町
役
場
へ
の
電
話
に
つ
い
て
は
、

20
時
か
ら
翌
８
時
ま
で
の
間
、
雄
武
消
防

支
署
に
転
送
さ
れ
、
消
防
職
員
が
対
応
し

て
い
ま
す
が
、
火
事
や
救
急
出
動
の
際
に

は
、
役
場
へ
の
電
話
に
対
し
す
ぐ
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
着
信
が
あ
っ
た
番

号
に
か
け
直
し
を
す
る
な
ど
の
対
応
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、非
通
知
の
電
話
に
対
し
て
は
、

こ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
非
通
知
を
解
除
し
て
い
た

だ
く
か
、
電
話
番
号
の
前
に
１
８
６
を
つ

け
て
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
な
ど
、
電
話
番
号
の

通
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
後
、
非
通
知
の
電
話
に
対
し

て
は
「
あ
な
た
の
電
話
番
号
は
通
知
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
お
そ
れ
い
り
ま
す
が
、
電

話
番
号
の
前
に
１
８
６
を
付
け
て
お
か
け

直
し
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
流
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知

願
い
ま
す
。

問
総
務
課
庶
務
係

芸
術
文
化
振
興
事
業
補
助
金

教
育
委
員
会
で
は
芸
術
・
文
化
振
興
を

図
る
た
め
、
雄
武
町
芸
術
文
化
振
興
事
業

補
助
金
交
付
要
綱
を
新
た
に
制
定
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

芸
術
・
文
化
関
連
分
野
で
予
選
会
を
経

て
出
場
す
る
全
道
ま
た
は
全
国
大
会
に
出

場
す
る
者
に
対
し
て
参
加
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
の
で
、
補
助
金
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
次
の
事
項
に
留
意
し
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
生
活
実

態
の
あ
る
者
、
町
内
の
小
中
高
等
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
生
徒

申
請
方
法

所
定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
の
必

要
書
類
を
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
経
費

交
通
費
、
宿
泊
料
お
よ
び
大
会
参
加
料

助
成
額

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
ま
た
は
３

分
の
２

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
教
育
振
興
課
生
涯
教
育
係

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

全
国
で
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人

は
、
国
全
体
の
取
り
組
み
も
あ
り
平
成
24

年
に
は
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を
下
回
り
、

平
成
29
年
に
は
約
２
万
１
千
人
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
事
故
に
よ
り

亡
く
な
ら
れ
た
人
と
比
較
し
て
約
６
倍

と
、
依
然
と
し
て
大
き
な
社
会
問
題
で
あ

る
こ
と
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

紋
別
保
健
所
管
内
に
お
い
て
も
、
全
国

同
様
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
例
年
15

人
ほ
ど
の
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。自

殺
の
原
因
の
多
く
は
「
う
つ
病
」
な

ど
心
の
病
気
が
関
係
し
て
お
り
、「
う
つ

病
」
な
ど
の
早
期
発
見
・
治
療
に
よ
り
多

く
の
自
殺
は
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

心
の
病
気
を
正
し
く
理
解
し
て
、
か
け

が
え
の
な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動

～
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
～

気
づ
き

周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、
耳
を

傾
け
る
。

・
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く
場
を

持
ち
、 

相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共

感
し
ま
し
ょ
う
。 

つ
な
ぎ

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
に

促
す
。

・
心
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
本
人
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理
解

ヒ
グ
マ
に
注
意

今
夏
は
全
道
的
に
も
ヒ
グ
マ
の
出
没
や

目
撃
情
報
が
多
く
、
山
菜
採
り
や
釣
り
な

ど
で
野
山
に
入
る
機
会
が
あ
る
と
き
は
、

各
人
が
充
分
な
心
構
え
を
す
る
と
と
も

に
、
遭
遇
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め
に

・
ヒ
グ
マ
出
没
情
報
は
、
警
察
や
役
場

産
業
振
興
課
林
務
係
に
問
い
合
わ
せ
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ヒ
グ
マ
の
出
没
が
予
想
さ
れ
る
野
山

で
の
単
独
行
動
は
、
人
と
ヒ
グ
マ
の
双

方
で
気
付
く
の
が
遅
れ
、
危
険
な
状
況

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
集
団

で
の
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
鈴
の
携
行
や
笛
を
吹
く
な
ど
、
人
の

存
在
を
ヒ
グ
マ
に
知
ら
せ
る
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

・
ヒ
グ
マ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
早
朝

や
夕
方
、
ヒ
グ
マ
が
人
に
気
づ
き
に
く

い
霧
や
雨
の
と
き
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

・
残
飯
や
空
き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
を
捨
て

た
り
、
埋
め
た
り
し
て
は
決
し
て
い
け

ま
せ
ん
。
ヒ
グ
マ
は
人
間
の
食
べ
物
の

味
を
覚
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
物
を
得
る

た
め
に
危
険
な
行
動
を
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

・
ヒ
グ
マ
は
死
亡
し
た
動
物
な
ど
も
食

べ
る
た
め
、
食
料
が
あ
れ
ば
冬
眠
し
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
動
物
の
死
骸
を

見
つ
け
た
ら
、
近
寄
ら
ず
、
速
や
か
に

そ
の
場
か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

○
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
た
場
合

・
走
っ
て
逃
げ
た
り
大
声
を
出
し
た
り

す
る
と
、
ヒ
グ
マ
を
興
奮
さ
せ
て
し
ま

い
大
変
危
険
で
す
。
こ
ち
ら
に
気
付
い

て
い
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
場
を

静
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

・
距
離
が
近
い
場
合
は
、
ヒ
グ
マ
か
ら

視
線
を
そ
ら
さ
ず
、
動
き
を
見
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
と
後
退
し
ま
し
ょ
う
。

・
子
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
親
グ

マ
が
近
く
に
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

驚
か
さ
な
い
よ
う
、
速
や
か
に
そ
の
場

か
ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
万
が
一
ヒ
グ
マ
が
向
か
っ
て
き
た
ら
、

服
や
持
ち
物
を
そ
の
場
に
置
い
て
、
ヒ

グ
マ
の
気
を
引
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

・
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
想
定
し
、
ク
マ

撃
退
ス
プ
レ
ー
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

・
足
跡
や
糞
な
ど
を
見
つ
け
た
場
合
は
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

秋
の
ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

９
月
８
日
㈯
～
10
月
31
日
㈬

問
産
業
振
興
課
林
務
係

し
て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上
司
と
い
っ

た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携
し
て
、
専
門

家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。 

見
守
り

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
見
守
る
。

・
自
然
に
応
対
す
る
と
と
も
に
、
身
体
や

心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
配
慮
し
、
優

し
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

・
必
要
に
応
じ
、
家
族
と
連
携
を
と
り
、

主
治
医
に
情
報
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。 

紋
別
保
健
所
で
は
、
心
の
健
康
を
守

る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

・
職
場
、
町
内
会
お
よ
び
青
年
部
会
等
の

地
域
の
団
体
の
依
頼
に
応
じ
て
、
心
の
健

康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま
す
。
派
遣

に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

・
保
健
師
や
専
門
医
が
、
心
の
健
康
に

心
配
の
あ
る
人
、
飲
酒
や
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
問
題
を
お
持
ち
の

人
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

心
配
の
あ
る
ご
本
人
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
や
関
係
者
の
人
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８
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雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）
休館日 月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

第 159 回芥川賞受賞作。東京から山
間の町に引越してきた中学 3 年生の
歩。クラスの友人とも、うまくやって
きたと思っていた。あの夏、河へ火を
流す日までは…。

第 159 回直木賞受賞作。多摩川沿い
を血まみれで歩いていた女子大生の環
菜。彼女は父親を、勤務先である美術
学校で刺殺したとして逮捕されるが
…。今、家族の秘密が明かされる。

今月の新着図書 Newly-imported books

天空のミラクル 1 ～ 2（村山早紀）・給食のおに
いさん 1 ～ 5（遠藤彩見）・金曜日の本屋さん 1
～ 4（名取佐和子）･ 虚像のアラベスク（深水黎
一郎）・わたしの忘れ物（乾ルカ）・怪盗不思議紳
士（我孫子武丸）・国会議員基礎テスト（黒野伸一）・
刑事の血筋（三羽省吾）・ご用命とあらば、ゆり
かごからお墓まで（真梨幸子）・夜更けの川に落
葉は流れて（西村賢太）・小さな庭づくりの基本
100・サイレントマザー（石川瞭子）

モルモット ･ オルガの物語（マイケル・ボンド）・
暗号クラブ 12（ペニー ･ ワーナー）・ラストで
君は「まさか！」と言う 1 ～ 2・まかせて！母ちゃ
ん！！（くすのきしげのり）・みんなのおばけず
かん あっかんべえ（斉藤洋）・ぼくが見たお父さ
んのはじめてのなみだ（そうまこうへい）・おば
けマンション おばけのたからもの（むらいかよ）・
学校にある道具使い方事典・危険生物 ･ 外来生物
大図鑑

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

送り火
高橋 弘希 / 著

ファーストラヴ
島本 理生 / 著

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

読書強調月間事業『リサイクルブックフェア』を開催中です！

開催期間： 10 月 10 日㈬まで

保存期間を過ぎた雑誌や本、2 千冊以上を無料で提供いたします。
冊数制限はありません。お早めにどうぞ！

図書管理システム入替作業および図書整理のため、９月 23 日㈰から図書館を休館します。
ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
休館期間：9 月 23 日㈰～ 10 月 1 日㈪
また、休館前の 2 週間は貸出期間を延長します。
9 月 9 日㈰から 22 日㈯の間、貸出日数は 3 週間（21 日間）、貸出冊数は 20 冊まで。
10 月 2 日㈫からは、通常どおりとなります。休館中の返却は「返却ポスト」をご利用ください。

図書館臨時休館および貸出期間延長のお知らせ

年金未納期間などがある 60 歳以上の人へ

暮らしの

年金情報

やむを得ない事情により国民年金保険料を納められなかった期間や、国民年金に加入していなかった
期間は、その期間に応じて年金額が少なくなります。

国民年金には、本人の申し出により 60 歳から 65 歳未満の 5 年間、保険料を納めることで、65 歳
から受け取る老齢基礎年金を増やすことができる「任意加入制度」があります。

◉任意加入条件 ①～④のすべての条件を満たす人
①国内に住所を有する 60 歳以上 65 歳未満の人
②老齢基礎年金の繰り上げ支給を受けていない人
③ 20 歳以上 60 歳未満までの保険料の納付月数が 480 月（40 年）未満の人
④厚生年金保険に加入していない人

※�年金の受給資格期間を満たしていない 65 歳以上 70 歳未満の人、外国に居住する日本人で、20 歳
以上 65 歳未満の人も加入できます。

◉任意加入のメリット
① 65 歳から受け取る老齢基礎年金を増やすことができます。

納付月数が多くなるほど 65 歳からの年金も多く受け取れます。
②万が一の際にも備えられます。

一定の要件を満たせば、加入期間中に、思わぬ事故や病気で障害が残ったときに障害基礎年金が、
一家の働き手が亡くなったときには遺族基礎年金が受け取れます。

③長生きするほど、生涯に受け取る年金額も多くなります。
65 歳から年金を受け取った場合、75.1 歳で、納めた保険料の総額に見合う年金を受け取るこ
とができます。

④納めた保険料は社会保険料控除の対象となります。
◉保険料 月額 16,340 円（平成 30 年度） 

◉納付方法 口座振替のみ

◉手続き先 住民生活課戸籍住民係

◉必要書類 年金手帳または基礎年金番号通知書、預貯金などの通帳、印鑑（金融機関届出印）
※加入日は申し出を行った日からになります。

過去 5 年以内の期間に納め忘れた保険料を納付できる制度（後納制度）が、平成 30 年 9 月 30 日
で終了します。

詳しい内容は、「ねんきん加入者ダイヤル」（0570-003-004）または、北見年金事務所国民年金
課（0157-25-9635（自動音声案内 2 → 2））へ問い合わせください。

問住民生活課戸籍住民係

後納制度が終了します
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相続分を有していた相続人が、
相続分を侵害された場合に、自
分の相続分の一部を確保するこ
とができる制度です。

例えば、100 万円を相続でき
るはずだった相続人の子が、遺
言 の 影 響 で 1 円 も 遺 産 を 相 続
できないとき、遺留分減殺請求
を使えば、50 万円を確保する
ことができることがあります。
もっとも、遺留分減殺請求はす
べての相続人に認められるもの
ではないこと、遺留分減殺請求
が行使できても相続人によって
確保できる金額が異なりうるこ
と、遺留分減殺請求には時効（遺
贈があったことを知ったときか
ら１年、相続開始時点から 10
年）がある
ことに気を
つけてくだ
さい。

ホテル日の出岬からのお知らせ

無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277
10 月 9 日㈫ 13 時～ 16 時 地域交流センター 2 階会議室

なるほど ! くらしの法律相談 【 第 77 回 】

今月の担当

梶
か じ も と

本 貴
た か ゆ き

之 弁護士
紋別ひまわり基金法律事務所

地域包括支援センターだより

雄武町地域包括支援センター
（役場庁舎別館内） ☎ 84 ‐ 4495

※電話相談は 24 時間受け付けしています。

台風や大雨に備えましょう
9 月、天候が不安定な季節となりました。防災対策
を考えてみませんか。

□ 地域の避難施設や経路を確認する。
□ 緊急時の連絡手段を家族と話し合う。
□ 停電に備え、懐中電灯、ラジオ、水・食料等を
準備する。
□ 万一の土砂崩れに備え、崖側で寝起きしない。
□ 家のまわりの飛散しやすい物などを片付ける。
台風の後に気温が急上昇することがあり、熱中症を
予防することが大切です。
また、地域には、避難の際にお手伝いが必要な人も
おられます。挨拶をする、お互いに声をかけるなど、
日頃のご近所のお付き合いを大切にして災害に備え
ましょう。

今回は、「納得できない遺言
への争い方」についてのお

話しです。
人は、生前、遺言により、原

則として自分の財産を死後どの
ように処分するか決めることが
できます。もっとも、世の中に
は、明らかに不自然な遺言や納
得できない遺言が見つかること
があります。このような場合に
は、どうすればいいでしょうか。
今回は、一例として、「特定の
人に財産をすべて与える」旨の
遺言が出てきた場合の争い方に
ついてです。

なお、これは一例として記載
するだけであり、当然、特定の
人がすべての財産を得ることに
相続人すべてが納得している場
合には、問題となることはあり
ません。こうした遺言に対して
は、いくつか争う方法がありま
す。

まず、遺言の効力を争うこと
が考えられます。というのも、
遺言は、いくつかの場合には無
効となります。

①遺言が法律上定められた方式
で作られていないとき、遺言は
無効となります。例えば、遺言
者が自分一人で遺言を作る自動
証書遺言の場合は、遺言の全文・
日付・氏名を自筆していないと
無効となります。
②遺言が、遺言の法律効果を理
解する能力がない状態でされた
場合などは、遺言は無効となり
ます。認知症がかなり進行し、
遺言の内容を全く理解せずにさ
れた場合などは、遺言は無効と
なります。
③遺言が、あまりにも不道徳な
内容の場合には無効となること
があります。例えば、「不貞関
係を維持継続するために財産を
すべて愛人に与える」などの内
容であれば、遺言は無効となる
可能性があります。

また、少し方法を変えて、自
分が相続人であれば、遺言を有
効とした上で、一定の財産を確
保する方法があります。これは、
遺留分減殺請求という制度で
す。遺留分減殺請求は、本来は

ホテル日の出岬は町民の皆さまの大切な財産です。
ぜひ、ご利用をお待ちしています。ホテルに対するご意見、
ご要望がありましたら、何なりとご連絡ください。

  オホーツク温泉ホテル日の出岬
☎ 85 ‐ 2626

秋空を眺めながらアイデアたっぷりメニューを
お盆もあっという間に過ぎ去り、気がつくともう秋の空。8 月末頃から秋鮭釣りをしている方々
を見かけるようになってきました。秋鮭漁も本格的に操業が始まりますね。
食欲の秋をぜひホテル日の出岬でお楽しみください。

今月のおすすめは韓国版チーズフォンデュとも言われている鶏肉料理「チーズダッカルビ」、そ
して帆立のムースをサーモンで包んだクリーミィな洋風メニュー「サーモンの帆立ムース包みふ
んわり餡かけ」です。いつもと一味違うアイデアたっぷりのメニューを、この機会にぜひご賞味
ください。

秋が近づいている今日この頃ですが、ホテルのソフトクリームがバージョンアップしました。
【レストラン藍】のソフトクリームは『夕張メロンソフトクリーム』に変わりました。
【軽食コーナーゆゆゆ】のチョコソフトクリームが『ストロベリーソフトクリーム』に変わりま
した。お風呂上がりに、また食事の後にもおすすめです。

レストラン「藍」のおすすめ

ソフトクリームがバージョンアップ！

今年の 12 月 10 日でホテル日の出岬は 20 周年を迎えます。
記念すべき 20 周年という節目を迎えるにあたりまして、皆さまに喜んで頂ける企画をお届けで
きればと考えております。これからもホテル日の出岬をよろしくお願いします。

ホテルは 20 周年を迎えます

チーズダッカルビ 980 円 サーモンの帆立ムース包み
ふんわり餡かけ 1,280 円

7 月からホテルの新料理長として大
おお

草
くさ

俊
とし

也
や

が料理を提供しています。9 月のおすすめは料理長が
得意とする洋食ですので、皆さま是非とも足をお運び頂き、お召し上がりください。
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Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～大きくなったら～

Everyone's dispensary

野
球
選
手

なかむら

りょう くん

獣
医

にしむら

わかな ちゃん

美
容
師

みんなの保健室

でと

みそら ちゃん

暮らしと眠り
日本では一般成人のうち約 21％が不眠で悩んでおり、約 15％が日中の眠気を自覚しているとの調査結果が

あります。
眠りの不調が長期間続くと、生活習慣病やうつ病などになりやすいと言われています。
また、人は十分に目覚めた状態で作業を行うことが可能なのは、起床後 12 から 13 時間が限界であるとの研

究結果も出ています。
元気な暮らしには、質の良い眠りが必要です。
睡眠指針を参考に、ご自身の暮らしと眠りを考えてみましょう。

ねむりの講演会を開催します
日時 10 月 15 日㈪ 19 時から
場所 地域交流センター 1 階多目的ホール
申し込み・問い合せ 役場保健福祉課保健係（84-2023）

問保健福祉課保健係

・ 良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。
・ 睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。
・ 良い睡眠のためには、環境づくりも重要です。
・ 勤労世代の疲労回復・能率アップに、毎日十分な睡眠を。
・ 眠くなってから寝床に入り、起きる時間は遅らせない。
・ 眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相談を。

Art Museum
小さな美術館 ～豊丘小学校 2 年生～

みんなのひろば

地域おこし協力隊が行く！

Activity Report
地域おこし協力隊 ～活動レポート～

地域おこし協力隊

佐
さ と う

藤 寧
やすし観光推進

支援員

花
松

泰
河
く
ん

本
田

奈
々
恵
さ
ん

池
田

唯
留
く
ん

7
月
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
「
全
国
地

域
づ
く
り
人
財
塾
」
と
い
う
勉
強
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
務
省
主

催
の
全
国
規
模
の
学
習
会
で
す
。
2
日
間

途
中
退
席
な
し
の
講
義
が
ず
っ
と
続
く
、

内
容
の
濃
い
学
習
会
で
し
た
。
著
名
な
講

師
の
方
が
6
人
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
90
分

の
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
建
築
家
で
私
と
同
世
代
の
西

村
浩
さ
ん
の
お
話
が
刺
激
的
で
し
た
。
西

村
さ
ん
は
佐
賀
県
出
身
で
す
が
、
北
海
道

と
も
つ
な
が
り
が
深
く
、
有
名
な
仕
事
と

し
て
は
「
岩
見
沢
駅
舎
と
そ
の
周
辺
の
再

開
発
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
金
賞
や
北
海
道

建
築
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
全
体
講
義

の
他
に
少
人
数
で
行
う
対
話
形
式
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
、
地
域
お
こ
し

に
大
切
な
コ
ア
な
心
意
気
も
お
伺
い
で
き

ま
し
た
。

私
は
「
全
国
の
自
治
体
が
町
お
こ
し
を

し
よ
う
、
交
流
人
口
を
増
や
そ
う
、
と
目

標
を
掲
げ
て
い
る
が
う
ま
く
行
っ
て
い
な

い
。
消
滅
す
る
自
治
体
も
あ
る
と
指
摘
さ

れ
る
明
る
く
な
い
未
来
を
ど
う
考
え
ま
す

か
？
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
西
村
さ
ん
は

「
日
本
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
る
。
僕
の
出
身
地
佐
賀
市
も
駐
車

場
だ
ら
け
だ
。
そ
れ
を
打
開
し
よ
う
と
す

る
意
識
の
高
さ
を
持
つ
自
治
体
だ
け
が
生

き
残
っ
て
い
け
る
で
し
ょ
う
」
と
指
摘
。

北
海
道
は
市
町
村
の
数
が
多
す
ぎ
る
と
も
。

自
治
体
同
士
が
合
併
し
ろ
と
は
言
わ
な
い

が
、
良
い
と
こ
ろ
と
悪
い
と
こ
ろ
を
補
い

合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
協
働
自
治
体
と
し

て
や
っ
て
い
く
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
敷
居

高
橋

虎
之
介
く
ん

の
高
い
話
で
は
な
い
の
で
は
と
も
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
「
北
海
道
っ
て
案
外
食
べ
物
美

味
し
く
な
い
で
す
よ
ね
？
」
と
い
う
発

言
。
こ
ん
な
こ
と
を
聞
く
と
ド
キ
ッ
と

し
ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、

抜
群
に
い
い
素
材
を
持
っ
て
い
る
の
に

工
夫
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ
広
が
る
の
で

は
な
い
で
す
か
と
、
私
は
感
じ

ま
し
た
。

講
義
の
最
後
に
、
日
の
出
岬

の
写
真
を
見
せ
な
が
ら
こ
う
聞

き
ま
し
た
。「
ホ
テ
ル
あ
り
、
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
あ
り
、
温
泉
あ
り
、
い
い
港
あ
り

で
す
が
、
人
の
手
が
あ
ま
り
入
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
し
た

ほ
う
が
い
い
で
す
か
？
」
西
浦
さ
ん
は
即

答
し
ま
し
た
。「
し
た
ほ
う
が
い
い
で
す
」

彼
は
東
京
大
学
で
土
木
を
勉
強
し
た
人
。

土
木
、
建
築
、
地
域

お
こ
し
の
こ
と
を
熟

知
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
彼
が
言
う
の
だ

か
ら
私
も
日
の
出
岬

の
可
能
性
を
信
じ
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

      『  運 動 会  』

（厚生労働省：健康づくりのための睡眠指針 2014 抜粋）
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◉地域ボランティアに活躍

夏季オムイ塾ボランティアに 3 年生 5 人、1 年生
4 人が、雄武小学校で行われた学習支援に参加しま
した。また、益子町交流体験の翼にボランティア部
3 年生 4 人が参加し、雄武町観光のお手伝いをしま
した。

児童一人ひとりに丁寧に教えている姿や優しく児
童に接する姿に感動しました。素晴らしい高校生の
お兄さんとお姉さんでした。

9
月
の
行
事
予
定

10 日月 防災訓練

14 日金 中学生学校見学会

20 日木 小高交流会

21 日金 生徒会役員選挙

26 日水 校内駅伝大会

28 日金 前期終業式

375 便
羽田発 10：45 → 紋別着 12：30

オホーツク紋別空港ダイヤ 無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：15
紋別空港着 12：32
紋別空港発 12：40
紋別バスターミナル着 12：57

376 便
紋別発 13：15 → 羽田着 15：05

9 月の運行時間

自己ベストとなる 62.35m で優勝し、北海道代表選手
に選出されました。

国体は、10 月 5 日から福井県で行われます。皆さん
に応援いただいた 8 月 4 日のインターハイ男子砲丸投
げは、決勝に進むことはできませんでしたが、さらなる
記録に期待しています。

◉サマースクール開講

雄武高校 Shine( 輝き ) プロジェクトの一環としてサ
マースクールが 8 月 6 日から 11 日の日程で行われま
した。おうむ夢プロジェクト主催、YSP 塾（東京都）の
協力のもと、現役の大学生を迎えての講習会に本校生徒
12 人が参加し、勉強方法はもちろん、大学生活や人間
性についても学びました。3 年生は受験意欲が、数段階
上がり充実した講習会となりました。

◉国体予選 男子やり投げ木村君優勝

8 月 12 から 13 日、室蘭市入江陸上競技場で行わ
れた第 73 回国民体育大会陸上競技大会北海道選手選
考会において、3年木村智哉君が男子少年Aやり投で、

９月 8 日㈯ ☆一輪車検定 10：00 ～

☆卓球教室 14：00 ～

9 日㈰ おうむすこやか健診   7：30 ～（国保病院）

10 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

12 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

14 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

15 日㈯ ☆サッカー教室 14：00 ～

16 日㈰ 秋季めだか塾   8：30 ～

19 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

♣乳・子宮がん検診 8：55 ～

20 日㈭ ♡読み聞かせフムフム会 11：00 ～

☆けん玉検定 16：00 ～

21 日㈮ ♡助産師講話 10：00 ～

23 日㈰ ♣
アスリート塾 15：00 ～
葛西紀明講演会

26 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

27 日㈭ ◉乳幼児健康診査 12：30 

28 日㈮ ☆仲良し親子教室 10：00 ～

10 月 1 日㈪ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

3 日㈬ ♡仲良し親子教室 10：00 ～

5 日㈮ ♡仲良し親子教室 10：30 ～

開
催
場
所

◉
役
場

♣
町
民
セ
ン
タ
ー

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☆
児
童
セ
ン
タ
ー

♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ）

毎週月～水曜日の診療となります。19 日㈬は 15 時か
ら、26 日㈬は 14 時から不在となります。17 日㈪・
24 日㈪は祝日のため休診となります。

内 科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木～金曜日の診療となります。

外科・整形外科
（ 桂 巻 院 長 ）

7 日㈮・21 日㈮は午後から不在となります。

小 児 科 10 日㈪・25 日㈫は一日診療（午前診療、午後予
防接種）毎週金曜日が午後のみ診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 毎週木曜日の午後のみ診療となります。
27 日㈭は休診となります。

イベントカレンダー

国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります   ）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
   今泉 碧

あ お と
人（淳・裕美／男／末広町二区）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
藤原多美子  71 歳（幸町）
川崎 孝子  68 歳（青葉）
大輪たがえ  99 歳（曙）
眞鍋 猛俊  73 歳（緑町）

※出生は出生日を含めて 14 日以内、死亡は死亡を知った
日から 7 日以内に届け出をしてください。

☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

☞ 自動車運転免許更新時講習（事前更新手続必要）

☞ 人口と世帯数（8 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

☞ 戸籍の窓口（8 月 1 日～ 8 月 31 日届け出分）※敬称略

 ☞ 寄付（7 月 26 日～ 8 月 24 日受付分） ※敬称略

◎香典返しを廃して（社会福祉協議会へ）
山田 京子（曙） 石井 陽子（中雄武）
金村詩奈子（新日の出町）

 9 月 20 日㈭ 10：00 ～ 16：00  
遠軽町保健福祉総合センター

☞ 役所への苦情、意見、相談 ☎ 84-3402

行政相談所 9 月 11 日㈫ 13：30 ～ 15：30
役場町民ホール 行政相談委員 近江谷 春夫

人 口 4,500 人（ 日 本 人 4,273 人、 外 国 人 227 人 ）
（前月比 21 人減 / 前年比 73 人減）

男 2,129 人（ 日 本 人 2,069 人、 外 国 人 60 人 ）
（前月比 3 人減 / 前年比 25 人減）

女 2,371 人（日本人 2,204 人、外国人 167 人）
（前月比 18 人減 / 前年比 48 人減）

世帯数 2,280 戸（ 日 本 人 2,060 戸、 外 国 人 212 戸 ）
（前月比 7 戸減 / 前年比 16 戸減）

◎診療時間 8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

 9 月 25 日㈫ 雄武町民センター
 優良運転者講習 13：00 ～ 13：30
 違反運転者講習 13：50 ～ 15：50

☞ 今月の町税の納期 問税財管理課収納係
固定資産税（第3期分）・国民健康保険税（第3期分）

口座振替日：9 月 28 日㈮
町税は納期内にきちんと納めましょう
※�納期内に納税できない事情のある人は、事前に収納

係にご相談ください。
※�町税の納付には、手続きが簡単で便利な口座振替制

度をご利用ください。

防災行政無線が聞き取れなかった時は
８４－２５２３

テレホンサービスで確認を！！
※通信料金がかかります

◎社会福祉のために（社会福祉協議会へ）
雄武町百年会（雄武町）
北見信用金庫雄武支店（幸町）

広報 8 月号の表紙について正しくは「夏休みの宿題をする
小学生」でした。おわびして訂正します。

☞ おわびと訂正
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❖編集後記

Editor's note

▼商工会青年部のビアパーティーは
骨付き生ハムや高級佐賀牛販売など
面白いアイデアが満載でした。中で
もターンテーブルを前に DJ がスク
ラッチをするクラブのような空間
で、焼き床をする景色は何とも言え
ない面白さでした。80 年代の名曲
がとても心地よかったです。（内宮）

▼気付けば空も高くなり少しだけ秋
の気配を感じるようになりました
ね。今年の十五夜は、9 月 24 日に
なります。天気が良ければ町内のど
こかへ写真を撮りに行こうかと思っ
ています。季節の移り変わりを感じ
られる写真を撮れるといいなと思い
ます。（大辻）

雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、 ― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ― 励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

 昭和 46 年 3 月 19 日制定

オホーツク温泉ホテル日の出岬

支配人 工
く ど う

藤 雅
ま さ ゆ き

行 さん
「
お
客
さ
ま
の
笑
顔
が
私
た
ち
社
員

家
族
を
豊
か
に
し
ま
す
」

高
校
時
代
に
地
元
ホ
テ
ル
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ホ

テ
ル
業
界
に
興
味
を
持
ち
は
じ
め
た
工

藤
さ
ん
。

旭
川
市
内
な
ど
で
ホ
テ
ル
マ
ン
と
し

て
経
験
を
積
み
、
旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
を
退
社
後
、
８
月
か
ら
ホ
テ
ル
日
の

出
岬
の
新
た
な
支
配
人
と
し
て
就
任
し

ま
し
た
。

「
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー
な
ど
も
し
ま
す

が
、
人
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
の
で
、

そ
れ
が
趣
味
み
た
い
な
も
の
で
す
。
異

業
種
交
流
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
い

て
、
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
の
支
配
人
募
集

に
つ
い
て
も
そ
ん
な
交
流
を
通
じ
て
知

り
ま
し
た
」
と
人
脈
が
広
い
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

「
話
を
頂
い
た
と
き
、
と
て
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
長
く
働
い
て

い
る
者
が
『
人
生
の
中
で
、
一
度
は
経

験
し
て
み
た
い
と
思
う
仕
事
』
が
支
配
人

な
ん
で
す
。
支
配
人
は
何
で
も
で
き
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
朝
食
の
片
づ
け

か
ら
清
掃
ま
で
、ど
ん
な
こ
と
で
も
ス
タ
ッ

フ
と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と

ホ
テ
ル
マ
ン
と
し
て
の
思
い
を
話
し
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
テ
ル
の
位
置
づ
け
が
あ

り
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
は
、
町
民

や
近
隣
市
町
村
の
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
ホ

テ
ル
で
あ
り
、
町
外
か
ら
宿
泊
さ
れ
た
お

客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
理
想

で
す
。
ま
た
、
支
配
人
と
し
て
は
、
お
客

さ
ま
に
安
心
で
安
全
な
料
理
、
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
を
提
供
す
る
こ
と
。
そ
れ
と
同
時
に
、

社
員
と
そ
の
家
族
に
働
い
て
良
か
っ
た
と

思
え
る
職
場
づ
く
り
、
環
境
づ
く
り
を
し

て
い
き
た
い
で
す
」

「
ホ
テ
ル
日
の
出
岬
は
、
皆
さ
ま
に
支
え

ら
れ
て
創
業
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
で
あ
る
よ
う
に

ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
り
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

Introduction
～ まちの人紹介 ～


